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電子ライセンス交付イメージを確認する
通関後であれば、裏書を確認する

JTS 外為法 電子ライセンス情報照会
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ディスクトップのショートカットをクリックして、ソフトを立ち上げます

これがインストールした
NACCSパッケージソフトの

初期画面です。
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NACCSパッケージソフトから、「JTS 電子ライセンス情報照会」を呼び出します

利用者IDとパスワードを入力して、
「ログオン」ください。
※ログオンにより、業務メニューか
らの電子操作が可能になります。

①

②

業務メニュー最下部の＜外為法
関連業務＞の十字をクリックして
広げると、各種業務コードが選択
できます。

③
各種業務コードのうち、
「JTS 外為法 電子ライセンス
情報照会」をクリックください。
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電子ライセンス番号を入力ください。
※システムから自動通知された「ライセンス
交付済み（電子）」メール本文から、電子
ライセンス番号をコピペして貼り付けることを
お薦めしています。

「JTS 電子ライセンス情報照会」画面にて、
照会したい案件の「電子ライセンス番号」を入力します
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電子ライセンス番号を入力して、「送信」ボタンを押します

電子ライセンス番号を入力後、
「送信」ボタンを押します。
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「添付ファイル」欄に、PDFが貼り付きます

「添付ファイル」欄に、PDFが貼り付きます。

PDFを選択して、ダブルクリックで開けます。
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「添付ファイル」欄のPDFをダブルクリックすると
電子ライセンス交付イメージがPDFで表示されます。

「JTS 電子ライセンス情報照会」にて入手した
PDF(電子ライセンス交付イメージ)は、「ファイ
ル」メニューから、印刷することも保存することも
可能です。

※システムメンテナンス時などNACCSシステム
利用制限がある時に備えて、PDF(電子ライセ
ンス交付イメージ)を印刷して保存しておくことを
お薦めします。
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裏書が実施されている場合、「通関」欄に
申告番号等が記録されています。

電子ライセンス交付イメージPDFから、裏書も確認できます

①
②

裏書内容について、税関許可が行われている
場合、税関記名押印が記録されています。



システムから自動通知された「ライセンス交付済み（電子）」メールが届いたら速やかに
「JTS 電子ライセンス情報照会」にて、電子ライセンスの内容を確認してください。

※交付イメージPDFに記載された電子ライセンス内容に誤りがあった場合、速やかに（通関業者指定を行う前に）
ライセンス交付窓口に申し出てください。

特に、社名変更や代表取締役社長名が、株主総会等の事由で、申請時点とライセンス交付時点で異なる場
合、システム上の修正が可能ですので、速やかにライセンス交付窓口か電子化･効率化推進室あてにご連絡くださ
い。

例）6月20日に、電子申請（旧社長名）
7月1日の株主総会で代表取締役社長が変更

（予め変更が分かっている場合は、事前登録も可能です！）
7月10日に、電子ライセンス交付（旧社長名で交付された場合は、ご連絡ください）

「JTS 電子ライセンス情報照会」から、裏書 (※)も確認でき、残数管理もできます。
通関後であれば、税関許可日が確認できます。
※包括には裏書はありません。

※通関欄に記載された内容に誤りがある場合（数量や金額の誤入力）、税関許可日欄が未入力の場合等は、
通関業者へご照会いただき、訂正が必要な場合は、電子化･効率化推進室 あてにご連絡ください。
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電子ライセンス情報照会の留意点

電子化･効率化推進室 ：bzl-qqfcbj@meti.go.jp
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